
佐賀の未来の医療を担う医学部新入生について 

 

１ 自治医科大学医学部医学科について 

【大学設立目的】 

 医療に恵まれないへき地等における医療の確保及び向上と地域住民の福祉の増進を図るた

め、昭和 47（1972）年に全国の都道府県が共同して設立した大学（栃木県に所在） 

 へき地等の地域の医療に進んで貢献する気概と高度な臨床能力を有し、離島診療所等で勤

務する医師を育成することを目的に、都道府県ごとに２名または３名の入学枠が設定 

 なお、各都道府県は、運営費として年 127,000 千円の負担金を支出 

 

【自治医科大学修学資金貸与制度】 

 大学が学生全員に対して、在学期間中修学資金を貸与（６年間合計 23,000 千円）し、卒

業後所定の期間（貸与期間の１．５倍、９年間）、都道府県知事が指定する公立病院や離島

診療所等に一定期間勤務した場合、その返還を免除 

 

 

２ 佐賀大学及び長崎大学医学部医学科の入試枠について 

 【入試枠の設定目的】 

 県民に必要な医療を提供するため、特定の診療科等に勤務する医師を育成することを目的

に、佐賀大学（４名）及び長崎大学（２名）に入試枠を設定 

 （入試枠の名称等） 

  ・佐賀大学医学部医学科佐賀県推薦入学特別選抜（平成 20年度入学者から開始） 

  ・長崎大学医学部医学科学校推薦型選抜ⅡC 佐賀県枠（平成 22年度入学者から開始） 

 

 【佐賀県医師修学資金貸与制度】 

   上記の入試枠入学者に対して、佐賀県は６年間修学資金（合計 765 万円）を貸与し、卒業

後２年間、佐賀県内の基幹型臨床研修病院にて臨床研修を受け、臨床研修修了後９年間、特

定の診療科（産婦人科、小児科、救急科、麻酔科、内科、外科、脳神経外科、総合診療）等

の医師として佐賀県内の公立病院等に勤務した場合、その返還を免除 
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